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行政視察報告
　庁舎建設についての調査、研究を行うため、つくばみらい市伊奈庁舎の行政視察を行いました。

　伊奈庁舎は、全国的にもあまり例のないプレハブ構造で建築され、平成 28 年 5 月に開庁しました。
視察では、新庁舎建設までの経過等を含む建設概要等の詳細な説明を受け、実際に庁舎全体を見学させ
ていただきました。

庁舎建設等調査特別員会
研修日程：７月 29 日　　委員長：髙栁　孫市郎

行方市に視察に来訪されました
石川県輪島市議会　総務文教委員会（６名）
　期　　日：令和４年８月３日
　視察内容：楽器寄附ふるさと納税について

〇�行方市で行っている楽器寄附ふるさと納税について、
導入の経緯、導入後の状況や活用状況など

茨城県議会　総務企画委員会（11 名）
　期　　日：令和４年８月 17 日
　視察内容：なめがたエリアテレビについて

〇なめがたエリアテレビの概要及び活用状況について
〇茨城大学との連携協定の概要及び活動状況について
〇�撮影スタジオの視察及び番組制作の過程について

今後ますますのご発展をご祈念いたします

　説明では、プレハブ構造のメリット・デメリット
を伺い、実際に使っているからこそ感じている率直
な感想を聞くことができました。
　委員からは、耐用年数や修繕・維持管理について、
機能面や設備等について、など、様々な質疑がなさ
れました。
　今回の行政視察を生かし、本市にとってよりよい
庁舎となるよう、今後もさらなる調査・検討を重ね
ていきます。
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委員会レポート

　８月４日に第２分科会、８月５日に第１分科会及び第３分科会を開催し、令和４年度新型コロ
ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（本省繰越分）（コロナ禍における原油価格・物価高
騰対応分）の追加事業について、それぞれの所管分を調査しました。
　各分科会で調査された内容は、８月 18 日の当委員会で集約し、その調査結果を鈴木 周也市
長あてに送付しました。

新型コロナウイルス感染症等対策特別委員会
期日：８月 18 日　　委員長：髙橋 正信

庁舎建設等調査特別委員会
期日：８月２日　　委員長：髙栁 孫市郎

（左から）�髙木 正副委員長　髙栁 孫市郎委員長
岡田 晴雄議長　鈴木 周也市長

　８月２日に開催された当委員会では、市の執行部
より提出された計画案を基に、今後のスケジュール
や庁舎建設の方針等について再度確認をしました。
　また、８月１日に、庁舎建設に関する調査経過並
びに結果（中間）について、岡田 晴雄議長と髙栁 
孫市郎委員長、髙木 正副委員長から鈴木 周也市長
あてに提出しました（全文は以下のとおり）。

令和４年８月１日
行方市長　鈴木　周也　様

行方市議会議長　岡田　晴雄

行方市議会庁舎建設等調査特別委員会　
委員長　髙栁　孫市郎

　　
庁舎建設に関する調査経過並びに結果（中間）について

　
　本委員会は、令和元年12月19日に、行政機能の中枢を担う市庁舎をはじめとする公共施設等の建設、
整備及び市有財産の利活用に関し、議会の立場から多様な視点に立って必要な事項の調査・検討及び提
言を行うことを目的として設置しました。
　これまで、庁舎建設に関する委員会を計 21回開催し、鈴木市長をはじめ執行部より説明を受け、調
査・検討を重ねてまいりました。令和４年４月 15日に開催した本委員会では、各委員からそれぞれの
意見を聴取しましたが、現時点では判断できないという意見が多数であり、当委員会としての最終の調
査結果を出すまでには至っていない状況であります。
　行政機能の中枢を担う市庁舎の建設については、単なる行政の事務所にとどまらず、防災の拠点、市
民サービスやまちづくりの拠点、そして笑顔で住み続けたいまち行方の発信拠点として、将来の本市に
とって非常に重要な施設であり、市民・行政・議会が三位一体となって協議を進めるべき事業であると
考えます。
　つきましては、今後も鈴木市長をはじめ執行部には、真摯な対応をお願いするとともに、各委員から
の意見等も積極的に事業に反映をしていただきたいと考えます。また、本委員会としても、引き続き調
査・検討及び提言を行ってまいりますので、今後ともご対応のほどよろしくお願い申し上げます。


